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かし、常圧低酸素装置を使えば、まだまだ様々な可能性があるのではな
いか。実践の場で測定し続けていけば、新たな発見があるように思いま
す。
測定し続けなければ何も見えてこない
　科学の立場から研究したことを、実践の場で応用するのは難しい。し
かし、実践の中で測定をし続けていると、実践の場でなければ得られな
いデータや知見が得られます。一方、実践の中で、勝つための工夫をし
ていると、いままで研究されて常識となっていたものが通用しなくなる
こともあります。そういう時はそのアイデアに対して後から基礎研究が
必要になってきます。
　滑走法に関しても、基礎的な研究が必要です。昨今、イメージトレー
ニングに関しては、脳科学などの基礎研究が進んでいますので、これら
の分野の研究によるアプローチも期待しているところです。
　常圧低酸素トレーニングにおいても、当初は滞在中一晩中つきっきり
で観察が必要なくらい心配でしたが、現在はその必要はありません。こ
の低酸素装置は現在日本に100台ぐらいが利用するようになっていま
すので、さまざまなデータが集まれば、さらに新しいことが分かると思
います。
　しかし、いずれにしても、基礎的研究を待ってばかりいたのでは、世
界で勝つことはできません。新しいアイデアが浮かぶごとに実践の中で
可能な限りの測定をしながら挑戦しなければなりません。
　あるスポーツ科学誌に私のことが「それでも私は測り続ける」という
タイトルで紹介されました。
　最後に、測り続けた例をもう一つ紹介して終わりたいと思います。
　私は練習中の心拍数をずっと測定していました。一般的に強いトレー
ニングをすれば心拍数は上がり、楽なトレーニングをしている時の心拍
数は低いというのは常識です。しかし、本当に疲れてくると、強いトレ
ーニングをしても心拍数が上がらなくなることがあるのです。
 「どうしたんだ、今日は」と聞くと「がんばっているのですが、心拍数
が上がりません」と言うのです。そこで、選手がきつくて嫌がったあの
オールアウト実験時の心拍数と持続時間との関係を調べ直してみると、
運動が長く持続できているときは心拍数が高く、短いときは心拍数も低
いレベルで頭打ちになっているのです。こういうことも実践の場で測定
し続けなければ気がつかなかった知見です。
 「測定し続けている中に新たな発見がある」と同時に「測定し続けなけ
れば何も見えてこない」。スポーツ科学の実践とはこういうことではな
いかと思います。ご清聴有り難うございました。
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究』日本体育学会　1975/10
『一流ボート選手の体力、rowing force および漕艇パターン』
日本体力医学会　1975/12
『Vo2 max 評価のための ICPFR および IBP 方式の検討』日本
体力医学会　1976/12
『幼児の持久走について』日本体力医学会　1977/10
『スキーの体力医学的研究―回転中の EMG―』日本体力医学会　
1978/03
『トップアスリートのトレーニングの現状と課題』東京体育学会　
1987/10
『A モード式超音波皮脂厚計におけるプローグ圧力と皮脂厚測定
値の関係』日本体力医学会　1988/10
『スピードスケート選手におけるイメージ・トレーニング中の生
理的パラメータの変化』日本体育学会　1989/10
『スピードスケート選手におけるイメージによる 500m の滑走中
の H 反射の変化』日本体育学会　1990/10
『スピードスケート選手におけるイメージによる 500m の滑走タ
イム』日本体育学会　1990/10
『運動イメージ想起中の H 反応の変化と各種生理的および心理的
パラメータとの関係』日本体育学会　1992/10
『シンポジウム「スポーツと科学の未来」スポーツにおける科学
の 意 味―研 究 成 果 と 現 場 へ の 応 用―』 東 京 体 育 学 会　
1994/03
『漸増負荷法による運動持続時間と最高心拍数』疲労学会　
1994/10
『スポーツ選手の体力的特性と運動負荷法』運動生化学会　
1994/10
『イメージトレーニングの有効性』東京体育学会　1995/12
『シンポジウム「トップアスリートの医・科学サポート」―スピ
ードスケートにおける競技特性と医・科学サポート―』日本
体力医学会　1996/09
『シンポジウム「冬季種目における心理的問題と科学的トレーニ
ング」―スピードスケートの立場から―』日本スポーツ心理
学会　1997/05
『低酸素トレーニングの導入』日本体力医学会　2001/09
【その他】
「スピード・スケーティングの生理学的研究―スピード・スケー
ト高校優勝選手の体力」日本体育協会スポーツ科学研究報告　
1969
「スピード・スケート選手のインターバル滑走における生理学的
研究」体育の科学21　1971/02
「Interval training in the speed skating」The organizing 
committee for international congress of winter 
sports medicine. Sapporo　1972/02
「Telemetric electromyography in the training of speed 
skaters」The organizing committee for international 
congress of winter sports medicine. Sapporo　
1972/02
「スケートの科学―筋」新体育49／2　1979/02
「スピード・スケートの技術1」新体育49／2　1979/02
「重量挙げ初心者に対する模擬動作による練習の意義」ウェイト
リフティング No.17　1979/03
「No. Ⅶオリンピック選手のデータバンクシステム開発研究報告　
第2報　スピード・スケートにおける活用例」日本体育協会
スポーツ科学研究報告　1979/03
「スピード・スケートの技術2」新体育49／3　1979/03
「スピード・スケートの技術3」新体育49／4　1979/04
「スピードスケート競技の科学―生理学およびバイオメカニクス
の立場から」日本スケート連盟 Skating　1980/01
「スピード・スケート競技の科学2―各種距離におけるペース配
分」日本スケート連盟 Skating 12　1981/01
「スピード・スケート競技の科学3―氷上トレーニングへの移行
に伴う身体諸機能変化」日本スケート連盟 Skating 13　
1981/04
「スピード・スケート競技の科学4―バイオメカニクスの立場か
ら考えられるスピード・スケーティング技術の実際」日本ス
ケート連盟 Skating 14　1981/07
「自転車とスピード・スケート」専修大学社会科学研究所報25　
1982/03
「スピード・スケートにおけるシーズンオフのトレーニング処方
と体力評価」専修大学教育学会論集　1982/11
「スピード・スケート選手のリラクゼーションおよびスタートの
イマージェリー中における生理的変化」専修大学社会体育研
究所報34　1987/10
「GRS Ⅱ測定条件が抵抗値の変化に及ぼす影響―左右差および
電 極 の 影 響 に つ い て」 専 修 大 学 社 会 体 育 研 究 所 報36　
1988/10
「皮膚電気活動とメンタルトレーニング」専修大学体育紀要12　
1989/03
「心理的変化（リラクゼーションとコンセントレーション）が身
体の生理とパフォーマンスに及ぼす影響」コーチングクリニ
ック6　1991/06
「アルベールビルオリンピックのための選手強化対策―専修大学
スピードスケートの五輪対策」コーチングクリニック10　
1991/10
「イメージ動作における時間評価の正確性」体育学研究37／4　
1993/03
「各測定部位における皮脂厚値と体脂肪率との関係」専修大学体
育研究紀要17　1994/03
「小型血中乳酸濃度測定器（Accusport）の精度について」平成
6年度日本オリンピックスポーツ医科学研究報告 No. Ⅳ　
JOC 高所トレーニング医・科学サポート―第4報―　1995
「平圧低酸素室の使用効果について」登山研修12　1997/08
「スピードスケート選手における低酸素トレーニングの効果」第
1回高所トレーニング国際シンポジウム ʼ98群馬、高所トレ
ーニング環境システム研究会　1998/02
「フィンランドのクロスカントリースキーを取り巻く低酸素室居
住とスキートレーニングの実態」平成9年度日本オリンピッ
ク委員会スポーツ医・科学研究報告 No. Ⅳ　JOC 高地トレ
ーニング医・科学サポート―第7報―　1998/03
「シンポジウムⅡ　競技力向上への高所トレーニング―スピード
スケート選手への低酸素トレーニング」第2回高所トレーニ
ング国際シンポジウム99　つくば―総集編―　高所トレー
ニング環境システム研究会　1999/02
「スポーツ生理学トピック：低酸素トレーニング」体育の科学49
／5　1999/05
「目的および適応能力に応じた高所トレーニングの可能性」第3
回高所トレーニング国際シンポジウム ʼ99　立山―総集編― 
高所トレーニング環境システム研究会　1999/07
「高所トレーニングのニューアイディア―インターバル低酸素ト
レーニング」第4回高所トレーニング国際シンポジウム
2000　上 山： 高 所 ト レ ー ニ ン グ 環 境 シ ス テ ム 研 究 会　
2000/07
「低酸素環境を利用したトレーニングの実際」体育の科学51／4　
2001/04
「複合低酸素トレーニングの検討」第2回陸上競技の医科学・コ
ーチング国際会議 & 第5回高所トレーニング国際シンポジウ
ム2001　飛騨　講演・発表論文集　2001/08
「白幡選手の低酸素トレーニングへの取り組み」バイオメカニク
ス研究5／4　2001/10
「低酸素トレーニングへの取り組みとその周辺」専修大学社会体
育研究所報49　2001/10
「スピードスケート選手における低酸素室を利用したトレーニン
グの効果―低酸素環境における運動中の生理的反応の個人
差」第6回高所トレーニング国際シンポジウム2002：東京
―総 集 編―高 所 ト レ ー ニ ン グ 環 境 シ ス テ ム 研 究 会　
2003/03
「スピードスケートにおける動作バランス」体育の科学53／4　
2003/04
「スピードスケート選手の低酸素・高地トレーニングの効果―低
酸素環境における運動中の生理的反応の個人差―」第7回高
所トレーニング国際シンポジウム2003　飛騨御嶽　―総集
編―高所トレーニング環境システム研究会　2004/02
※ 今回掲載しております前嶋孝教授研究業績一覧の中には、多くの研究者の支援を受けて行われた研究が含
まれていますが、誌面の都合上、共同研究者あるいは執筆者のご紹介は省略させていただいております。
